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は
じ
め
に

　
『
う
つ
ほ
物
語
』
は
平
安
時
代
中
期
に
成
立
し
た
と
み
ら
れ
る
初
の
長
編
物

語
で
あ
る
。『
源
氏
物
語
』
の
「
絵
合
」
巻
に
は
「
竹
取
の
翁
」
と
「
宇
津
保

の
俊
蔭
」
を
比
べ
て
評
す
る
場
面
が
あ
り
、
そ
の
絵
画
化
が
早
く
か
ら
行
わ
れ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
と
こ
ろ
が
伝
本
は
非
常
に
少
な
い
。
奈
良
絵
本
と
称

さ
れ
る
素
朴
な
様
式
の
絵
入
り
冊
子
本
と
、
豪
華
な
仕
立
て
の
絵
巻
作
品
と
が

合
わ
せ
て
十
余
点
確
認
さ
れ
る
ほ
か
に
、
六
曲
一
双
の
中
屏
風
が
近
年
の
展
覧

会
で
紹
介
さ
れ
た
程
度
で
あ
る（

１
）。

し
か
も
江
戸
時
代
を
さ
か
の
ぼ
る
も
の
は
な

く
、
す
べ
て
首
巻
「
俊
蔭
」
だ
け
を
単
独
で
絵
画
化
す
る
作
品
で
あ
る
こ
と
な

ど
、
中
・
近
世
の
源
氏
絵
や
伊
勢
絵
と
は
制
作
・
受
容
の
状
況
が
大
き
く
異
な

る
物
語
絵
で
あ
る
。

　

大
阪
市
立
美
術
館
収
蔵
の
田
万
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
三
巻
・
二
十
八
図
か

ら
な
る
「
う
つ
ほ
物
語
絵
巻
」（
以
下
、
大
美
本
と
い
う
）
が
あ
る
。
数
少
な

い「
う
つ
ほ
絵
」の
全
体
像
を
把
握
す
る
に
は
貴
重
な
一
本
と
考
え
ら
れ
る
が
、

大
美
本
の
存
在
を
認
知
し
た
論
考
は
未
だ
み
ら
れ
な
い（

２
）。
筆
者
は
近
時
刊
行
さ

れ
た
図
録
に
、
本
作
に
関
す
る
簡
単
な
解
説
と
一
部
の
図
版
を
掲
載
し
た
が（

３
）、

本
稿
で
は
三
巻
に
含
ま
れ
る
す
べ
て
の
絵
を
掲
載
し
、
場
面
比
定
、
選
択
場
面

の
諸
本
異
同
、
表
現
的
特
徴
な
ど
に
つ
い
て
の
検
討
を
加
え
て
お
き
た
い
。

一
　
場
面
比
定

　

大
美
本
の
基
本
デ
ー
タ
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
（
巻
一
）
絵
九
図　

縦
三
三
・
五
cm　

横
四
七
四
・
七
cm

　
（
巻
二
）
絵
十
図　
　
　

〃　
　
　

横
五
六
三
・
七
cm

　
（
巻
三
）
絵
九
図　
　
　

〃　
　
　

横
五
二
六
・
二
cm

　

外
題
は
「
う
つ
ほ
物
語
一
（
二
／
三
）」、
表
紙
は
二
重
蔓
唐
草
金
襴
、
見
返

し
は
布
目
金
箔
と
す
る
。
巻
末
の
軸
付
は
金
泥
草
花
下
絵
の
料
紙
に
よ
る
が
、

各
巻
と
も
紙
幅
は
わ
ず
か
数
セ
ン
チ
し
か
な
く
不
自
然
な
装
丁
で
あ
る
。
こ
れ

は
本
三
巻
中
に
詞
書
が
一
段
も
な
く
、
計
二
十
八
の
絵
だ
け
が
ま
っ
た
く
順
不

同
に
継
が
れ
て
い
る
不
可
解
な
現
状
と
関
係
し
よ
う
。

　

つ
ま
り
、
当
初
予
定（
依
頼
）し
た
詞
書
の
調
製
が
実
現
し
な
か
っ
た
た
め
、

孤
立
し
た
絵
の
み
が
巻
子
に
仕
立
て
ら
れ
伝
来
し
た
、
あ
る
い
は
、
制
作
当
初

は
絵
・
詞
と
も
完
備
し
て
い
た
が
、
後
年
の
修
理
、
所
蔵
者
の
異
動
な
ど
に
よ

り
解
装
さ
れ
、
詞
書
を
逸
失
（
ま
た
は
故
意
に
分
離
）
し
て
再
表
装
さ
れ
た
、

〈
作
品
紹
介
〉「

う
つ
ほ
物
語
絵
巻
」（
田
万
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）

知
　
　
念
　
　
　
　
　
理
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な
ど
の
状
況
が
推
測
さ
れ
る
。

　

い
ま
ひ
と
ま
ず
、
残
さ
れ
た
絵
の
場
面
比
定
と
と
も
に
各
図
の
本
来
あ
る
べ

き
配
置
修
正
を
検
討
す
る
と
、
後
掲
【
図
１
】
〜
【
図
28
】
の
よ
う
に
な
る
だ

ろ
う
。
各
図
に
つ
い
て
、
現
状
の
巻
次
と
配
列
を
〔　

〕
内
に
示
し
、
場
面
の

概
略
を
記
す
。

【
図
１
】〔
巻
三
／
四
〕　

学
才
に
優
れ
た
清
原
俊
蔭
は
十
六
歳
で
遣
唐
使
に
任

命
さ
れ
、
悲
嘆
に
暮
れ
る
両
親
と
別
れ
て
唐
へ
渡
る
。

【
図
２
】〔
巻
三
／
九
〕　

俊
蔭
が
乗
っ
た
船
は
難
破
し
て
波
斯
国
に
漂
着
す
る

が
、
観
音
菩
薩
の
加
護
に
よ
り
白
馬
が
出
現
す
る
。

【
図
３
】〔
巻
三
／
八
〕　

白
馬
に
よ
っ
て
俊
蔭
は
栴
檀
の
木
陰
で
琴
を
弾
く
三

人
の
仙
人
の
も
と
へ
運
ば
れ
、
琴
の
奏
法
を
学
ぶ
。

【
図
４
】〔
巻
三
／
七
〕　

俊
蔭
は
天
人
が
植
え
た
木
を
守
る
阿
修
羅
に
出
会

い
、
伐
木
の
一
部
を
譲
り
受
け
て
三
十
の
琴
を
得
る
。

【
図
５
】〔
巻
三
／
六
〕　

俊
蔭
が
琴
を
弾
く
花
園
に
天
人
が
降
下
し
、
琴
に
よ

り
繁
栄
す
る
一
族
の
祖
と
な
る
こ
と
を
予
言
す
る
。

【
図
６
】〔
巻
三
／
五
〕　

俊
蔭
は
さ
ら
に
西
へ
赴
き
、
予
言
を
授
け
た
天
人
の

子
ら
で
あ
る
七
仙
人
に
出
会
い
、
琴
の
奏
法
を
学
ぶ
。

【
図
７
】〔
巻
三
／
三
〕　

俊
蔭
と
七
仙
人
が
弾
く
琴
の
音
が
仏
の
国
ま
で
響
き

渡
り
、
仏
が
現
わ
れ
て
過
去
世
か
ら
の
因
果
を
説
く
。

【
図
８
】〔
巻
一
／
一
〕　

帰
国
を
決
意
し
た
俊
蔭
は
七
仙
人
に
別
れ
を
告
げ
、

波
斯
国
に
戻
っ
て
そ
の
帝
ら
に
琴
を
献
上
す
る
。

【
図
９
】〔
巻
一
／
五
〕　

二
十
三
年
振
り
に
帰
国
し
た
俊
蔭
は
東
宮
学
士
に
任

ぜ
ら
れ
、
持
ち
帰
っ
た
琴
を
帝
ら
に
献
上
す
る
。

【
図
10
】〔
巻
一
／
二
〕　

病
に
倒
れ
た
俊
蔭
は
、
秘
琴
「
南
風
」、「
波
斯
風
」

の
霊
験
と
継
承
を
幼
い
娘
に
遺
言
し
て
亡
く
な
る
。

【
図
11
】〔
巻
二
／
四
〕　

若
小
君
（
の
ち
藤
原
兼
雅
）
は
父
の
太
政
大
臣
の
賀

茂
詣
に
随
行
し
、
俊
蔭
女
を
垣
間
見
る
。

【
図
12
】〔
巻
二
／
三
〕　

若
小
君
は
俊
蔭
女
が
忘
れ
ら
れ
ず
、賀
茂
詣
の
帰
途
、

独
り
で
荒
れ
屋
敷
を
訪
れ
、
そ
の
夜
、
女
と
契
る
。

【
図
13
】〔
巻
一
／
九
〕　

若
小
君
は
俊
蔭
女
と
契
っ
た
夜
の
失
踪
を
両
親
か
ら

厳
し
く
と
が
め
ら
れ
、
以
後
、
行
動
を
監
視
さ
れ
る
。

【
図
14
】〔
巻
一
／
六
〕　

亡
く
な
っ
た
乳
母
に
仕
え
て
い
た
老
女
が
俊
蔭
女
の

懐
妊
に
気
付
き
、
娘
の
身
を
案
じ
て
励
ま
す
。

【
図
15
】〔
巻
二
／
五
〕　

亡
く
な
っ
た
乳
母
に
仕
え
て
い
た
老
女
の
世
話
で
、

俊
蔭
女
は
男
子
（
の
ち
仲
忠
）
を
出
産
す
る
。

【
図
16
】〔
巻
一
／
八
〕　

世
話
を
す
る
老
女
も
他
界
し
、
ま
だ
五
歳
の
俊
蔭
女

の
子
は
魚
を
釣
っ
て
食
料
を
調
達
し
、
母
を
養
う
。

【
図
17
】〔
巻
一
／
三
〕　

貧
窮
を
極
め
た
俊
蔭
女
母
子
は
、
熊
の
親
子
か
ら
大

き
な
木
の
う
つ
ほ
を
譲
り
受
け
、
移
り
住
む
。

【
図
18
】〔
巻
二
／
七
〕　

俊
蔭
女
は
そ
の
子
に
琴
を
伝
授
す
る
よ
う
に
な
り
、

そ
の
音
に
感
動
し
た
動
物
た
ち
が
集
ま
っ
て
く
る
。

【
図
19
】〔
巻
二
／
六
〕　

俊
蔭
女
母
子
が
弾
く
琴
の
音
に
ひ
か
れ
、
猿
た
ち
が

水
や
木
の
実
な
ど
の
食
料
を
運
ん
で
く
る
。

【
図
20
】〔
巻
二
／
十
〕　

北
野
へ
の
行
幸
に
随
行
し
た
藤
原
兼
雅
（
先
の
若
小

君
）
は
、
不
思
議
な
琴
の
音
を
尋
ね
て
山
に
入
る
。

【
図
21
】〔
巻
二
／
九
〕　

い
く
つ
も
の
嶺
を
越
え
た
山
中
で
、
藤
原
兼
雅
は
俊

蔭
女
の
子
と
邂
逅
し
、
山
ご
も
り
の
境
遇
を
聞
く
。

【
図
22
】〔
巻
一
／
四
〕　

藤
原
兼
雅
が
俊
蔭
女
母
子
が
暮
ら
す
う
つ
ほ
を
再
訪

し
、
子
の
将
来
の
た
め
帰
京
す
る
よ
う
説
得
す
る
。
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【
図
23
】〔
巻
二
／
八
〕　

俊
蔭
女
母
子
は
藤
原
兼
雅
の
迎
え
を
受
け
て
う
つ
ほ

を
後
に
し
、
兼
雅
の
三
条
堀
川
邸
に
向
か
う
。

【
図
24
】〔
巻
三
／
一
〕　

藤
原
兼
雅
は
俊
蔭
女
母
子
を
三
条
堀
川
邸
に
迎
え
取

り
、
多
く
の
従
者
を
集
め
て
手
厚
く
世
話
さ
せ
る
。

【
図
25
】〔
巻
三
／
二
〕　

十
八
歳
の
仲
忠
（
俊
蔭
女
の
子
）
は
五
節
の
試
楽
に

帝
の
御
前
で
「
せ
た
風
」
を
弾
き
、
絶
賛
さ
れ
る
。

【
図
26
】〔
巻
一
／
七
〕　

各
地
の
荘
園
か
ら
各
種
織
物
が
届
け
ら
れ
、
相
撲
の

還
饗
の
褒
美
に
配
る
衣
類
の
調
達
が
相
談
さ
れ
る
。

【
図
27
】〔
巻
二
／
一
〕　

三
条
堀
川
邸
で
相
撲
の
還
饗
が
催
さ
れ
る
日
、
座
席

の
し
つ
ら
い
が
整
い
、
諸
人
が
着
座
す
る
。

【
図
28
】〔
巻
二
／
二
〕　

相
撲
の
還
饗
で
仲
忠
が
素
晴
ら
し
い
琴
の
演
奏
を
披

露
し
、
主
客
こ
ぞ
っ
て
管
弦
に
興
じ
る
。

二
　
場
面
選
択
の
諸
本
異
同

　
「
う
つ
ほ
絵
」
の
絵
巻
作
品
は
別
掲
〈
表
〉
の
よ
う
に
六
本
の
存
在
が
確
認

で
き
る（

４
）。

諸
本
の
う
ち
、
②
国
文
研
本
、
③
九
大
本
、
④
九
曜
文
庫
本
に
つ
い

て
は
そ
れ
ぞ
れ
全
巻
の
絵
を
容
易
に
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら（

５
）、

こ
れ
ら
三
本
を

比
較
対
象
と
し
て
、
①
大
美
本
か
ら
み
た
場
面
選
択
の
異
同
に
つ
い
て
検
討
し

た
。「
●
」
で
一
致
を
示
し
た
が
、
あ
く
ま
で
場
面
選
択
の
点
で
の
一
致
と
い

う
意
味
で
、
絵
は
各
本
独
自
の
図
様
に
よ
る
。

　

①
大
美
本
に
は
二
十
八
の
絵
が
あ
っ
て
②
国
文
研
本
と
と
も
に
最
多
。
大
美

本
だ
け
に
し
か
含
ま
れ
な
い
場
面
と
し
て
【
図
２
】、【
図
20
】、【
図
27
】
が
あ

る
が
、
俊
蔭
が
西
方
か
ら
帰
国
後
、
自
邸
で
娘
に
対
し
て
琴
の
奏
法
を
伝
授
す

る
場
面
は
①
大
美
本
に
だ
け
含
ま
れ
な
い
。
②
国
文
研
本
、
③
九
大
本
、
④
九

曜
文
庫
本
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
独
自
の
場
面
選
択
が
な
お
若
干
含
ま
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
①
大
美
本
に
は
当
初
さ
ら
に
絵
が
あ
っ
た
可
能
性
も
否
定
は
で
き

な
い
。
仮
に
詞
書
を
完
備
し
た
絵
巻
で
あ
っ
た
と
し
て
そ
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
勘

案
す
る
と
、
②
国
文
研
本
、
③
九
大
本
と
同
様
、
当
初
は
五
巻
の
仕
立
て
で
あ

っ
た
か
と
推
測
さ
れ
る
。

　

ま
た
、【
図
５
】、【
図
６
】
の
異
同
を
「
〇
」
で
示
し
た
の
に
は
少
し
説
明

が
要
る
。
①
大
美
本
【
図
５
】
で
は
、
浄
土
宮
殿
ら
し
き
場
所
で
俊
蔭
が
天
人

と
対
面
し
予
言
を
受
け
る
情
景
が
描
か
れ
る
。
対
す
る
に
、
②
国
文
研
本
、
④

九
曜
文
庫
本
で
は
、
花
下
弾
琴
す
る
俊
蔭
の
頭
上
に
降
下
す
る
乗
雲
の
七
天
人

が
描
か
れ
、
テ
キ
ス
ト
と
の
対
応
が
よ
り
直
接
的
で
あ
る
。

　

②
国
文
研
本
、
④
九
曜
文
庫
本
の
こ
の
図
様
は
、
①
大
美
本
で
は
続
く
【
図

６
】
の
場
面
に
援
用
さ
れ
て
い
る
が
、
乗
雲
す
る
七
人
は
童
子
形
に
変
わ
っ
て

い
る
。
②
国
文
研
本
、
④
九
曜
文
庫
本
で
描
か
れ
る
の
と
同
じ
七
天
人
で
は
な

い
か
と
、
非
常
に
紛
ら
わ
し
い
。
し
か
し
続
く
【
図
７
】
に
は
、
こ
の
七
童
子

が
来
迎
す
る
仏
（
来
迎
雲
の
み
で
仏
の
姿
は
描
か
れ
な
い
が
）
を
仰
ぎ
、
俊
蔭

と
と
も
に
合
掌
す
る
場
面
が
描
か
れ
る
こ
と
か
ら
、【
図
６
】
は
、【
図
５
】
に

描
か
れ
た
天
人
の
子
と
し
て
登
場
す
る
七
仙
人
ら
と
の
出
会
い
を
意
図
し
た
絵

と
見
る
必
要
が
あ
る
。

　

こ
の
七
仙
人
は
、
②
国
文
研
本
、
③
九
大
本
、
④
九
曜
文
庫
本
で
は
山
中
で

出
会
う
老
仙
人
の
姿
で
描
か
れ
て
お
り
、
や
は
り
テ
キ
ス
ト
と
の
対
応
が
直
接

的
で
あ
る
。
①
大
美
本
【
図
５
】、【
図
６
】
の
場
面
比
定
に
は
こ
う
し
た
図
様

の
翻
案
、
飛
躍
に
や
や
注
意
を
要
す
る
。

　

も
う
一
点
注
意
す
べ
き
は
【
図
26
】
で
あ
る
。
②
国
文
研
本
で
は
巻
五
の
第

三
図
に
あ
た
る
場
面
で
あ
る
。
赤
澤
真
理
氏
は
、
相
撲
の
還
饗
の
当
日
、
饗
応

の
支
度
が
整
っ
た
座
席
に
諸
人
が
着
座
し
た
場
面
と
し
て
同
図
を
解
さ
れ
て
い

る（
６
）。

し
か
し
な
が
ら
私
見
で
は
、
当
該
場
面
は
そ
の
前
段
、
相
撲
の
還
饗
で
与
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え
配
る
衣
類
の
用
意
に
つ
い
て
、
藤
原
兼
雅
が
俊
蔭
女
に
指
示
を
与
え
た
後
に

続
く
、
次
の
よ
う
な
件
に
関
わ
る
絵
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。

　
　

 　

国
々
の
荘
よ
り
、
こ
う
絹
、
布
な
ど
持
て
ま
ゐ
れ
り
。
御
い
そ
ぎ
の
料

に
と
て
、
綾
、
薄
物
、
縑
絹
な
ど
多
く
た
て
ま
つ
れ
た
れ
ば
、
御
匣
殿
す

る
人
、
御
前
に
て
計
ら
ひ
定
む
。
染
め
草
、
何
く
れ
の
こ
と（

７
）。（
後
略
）

　

②
国
文
研
本
・
巻
五
の
第
三
図
に
は
、
畳
、
縁
に
色
と
り
ど
り
の
織
物
類
が

積
み
上
げ
ら
れ
た
机
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
相
撲
の
還
饗
の
褒
美
に
仕
立
て
る

た
め
、
あ
ち
こ
ち
の
荘
園
か
ら
届
け
ら
れ
た
綾
や
各
種
の
絹
で
、
そ
の
調
達
を

兼
雅
ら
が
相
談
す
る
情
景
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
座
席
に
着
座
し
た
諸
人

の
酒
食
の
た
め
の
し
つ
ら
え
で
は
な
か
ろ
う
。
赤
澤
氏
が
想
定
す
る
場
面
の
絵

は
②
国
文
研
本
に
は
含
ま
れ
ず
、
①
大
美
本
の
【
図
27
】
を
そ
れ
に
比
定
す
る

の
が
適
切
で
あ
る
。

三
　
表
現
的
特
徴

　

次
に
、
①
大
美
本
を
特
徴
づ
け
る
表
現
に
つ
い
て
い
く
つ
か
確
認
し
て
お
き

た
い
が
、
ま
ず
右
で
ふ
れ
た
【
図
26
】
に
戻
る
。

　

座
敷
中
央
に
織
物
を
の
せ
た
机
を
一
基
ぽ
つ
ん
と
描
く
だ
け
の
描
写
は
、
②

国
文
研
本
・
巻
五
の
第
三
図
に
比
較
す
る
と
あ
ま
り
に
も
素
っ
気
な
い
。【
図

24
】
で
も
畳
上
に
は
杯
を
の
せ
た
三
方
が
一
前
あ
る
だ
け
だ
が
、
こ
れ
に
対
応

す
る
②
国
文
研
本
、
③
九
大
本
の
絵
で
は
、
畳
上
に
島
台
や
蒔
絵
重
箱
と
い
っ

た
調
度
類
が
し
っ
か
り
描
か
れ
て
お
り
、
や
は
り
対
照
的
で
あ
る
。
そ
し
て【
図

27
】の
広
々
し
た
畳
上
は
一
層
空
虚
に
感
じ
ら
れ
る
。
飲
食
関
係
の
調
度
類
が
、

意
図
的
に
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
一
切
省
略
さ
れ
て
描
か
れ
て
お
ら
ず
、

饗
応
の
座
席
と
し
て
は
精
度
を
欠
き
、
あ
る
意
味
、
未
完
成
と
も
い
え
る
描
写

と
な
っ
て
い
る
。

　
【
図
15
】
は
俊
蔭
女
の
出
産
場
面
で
あ
る
。
②
国
文
研
本
、
③
九
大
本
で
は

朽
ち
荒
れ
た
屋
敷
の
壁
、
縁
、
建
具
な
ど
を
描
写
し
て
い
る
が
、
①
大
美
本
で

は
庭
の
片
隅
に
柴
垣
を
添
え
る
程
度
で
、
俊
蔭
没
後
の
屋
敷
の
荒
廃
に
は
ほ
と

ん
ど
注
意
が
払
わ
れ
て
い
な
い
。ま
た
伐
木
の
一
部
を
俊
蔭
に
譲
る
阿
修
羅【
図

４
】
は
夫
婦
と
子
供
の
家
族
の
よ
う
で
、
鬼
神
形
で
描
か
れ
る
。
②
国
文
研
本

は
五
体
の
鬼
、
③
九
大
本
は
三
体
の
天
部
形
、
④
九
曜
文
庫
本
は
上
半
身
裸
の

人
間
？
三
人
と
な
っ
て
お
り
、
各
本
に
よ
り
そ
の
描
写
は
大
き
く
異
な
る
。

　
【
図
17
／
18
／
19
／
21
／
22
】
の
計
五
場
面
で
、
俊
蔭
女
母
子
が
移
り
住
ん

だ
う
つ
ほ
（
空
洞
）
が
繰
り
返
し
描
か
れ
る
。
ど
れ
も
岩
面
（
土
坡
）
に
穿
た

れ
た
洞
窟
の
よ
う
な
形
状
を
呈
す
る
。
他
三
作
例
で
は
、
複
数
の
樹
木
を
ね
じ

り
合
わ
せ
た
よ
う
な
大
木
の
根
元
を
空
洞
と
し
、
や
は
り
①
大
美
本
の
図
様
に

は
テ
キ
ス
ト
か
ら
の
飛
躍
が
み
ら
れ
る
。

　

こ
の
存
在
感
あ
る
土
坡
の
描
写
は
屋
台
、
池
水
、
松
樹
と
と
も
に
、
①
大
美

本
の
す
べ
て
の
絵
で
そ
の
骨
格
を
支
え
る
主
要
な
パ
ー
ツ
と
な
っ
て
い
る
。
こ

ぶ
状
の
円
い
ふ
く
ら
み
や
、
ヘ
ラ
の
先
の
よ
う
な
鋭
角
的
な
突
起
を
執
拗
に
重

ね
て
輪
郭
を
象
り
、
そ
こ
に
緑
青
の
具
の
点
描
（
苔
）
を
沿
わ
せ
て
重
層
的
な

岩
面
を
形
成
す
る
表
現
か
ら
は
、他
本
に
は
な
い
強
い
ア
ク
が
感
じ
と
れ
よ
う
。

ま
た
岩
面
の
彩
色
は
や
や
濃
淡
あ
る
緑
青
の
具
を
主
調
と
し
、
金
泥
に
よ
る
ハ

イ
ラ
イ
ト
を
交
え
て
陰
影
感
を
与
え
る
。
画
中
の
地
面
に
は
金
泥
を
は
き
、
天

地
の
霞
形
に
は
金
砂
子
、
切
箔
を
ま
く
。
屋
台
内
の
障
壁
画
、
鮮
や
か
な
人
物

の
着
衣
に
も
豊
富
に
金
泥
が
用
い
ら
れ
、
重
量
感
あ
る
画
面
空
間
を
作
り
込
ん

で
い
る
。

　

な
お
一
点
は
、俯
瞰
視
点
を
低
く
と
り
、部
屋
の
奥
行
を
十
分
に
見
通
し
て
、

広
く
、
歪
み
の
少
な
い
吹
抜
屋
台
を
描
く
こ
と
で
あ
る
。
割
合
と
し
て
は
単
純

な
順
勝
手
の
水
平
構
図
が
多
い
が
、物
語
の
終
盤
に
は
長
尺
画
面
を
集
中
さ
せ
、
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と
く
に
【
図
27
】、【
図
28
】
で
は
屋
台
の
構
造
を
複
合
的
に
拡
大
す
る
工
夫
も

み
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
屋
台
内
に
19
人
、
17
人
も
の
多
数
人
物
を
配
す
る
。

　

一
方
、
②
国
文
研
本
に
は
屋
敷
の
表
と
奥
を
合
わ
せ
て
描
い
た
り
、
う
つ
ほ

周
辺
の
山
水
を
連
続
的
に
描
く
長
尺
画
面
が
あ
る
が
、
吹
抜
屋
台
は
①
大
美
本

よ
り
小
規
模
で
歪
み
の
あ
る
閉
じ
た
構
図
を
み
せ
、
屋
台
内
に
描
か
れ
る
人
物

も
さ
ほ
ど
多
く
な
い
。
③
九
大
本
の
絵
は
総
じ
て
、
高
く
、
近
接
し
た
俯
瞰
視

点
を
も
ち
、
屋
台
を
描
く
構
図
の
固
定
化
が
顕
著
に
進
む（

８
）。
④
九
曜
文
庫
本
は

吹
抜
屋
台
に
よ
る
描
写
を
わ
ず
か
一
図
し
か
含
ま
な
い
。

小
結

　

以
上
、
大
阪
市
立
美
術
館
所
蔵
「
う
つ
ほ
物
語
絵
巻
」
に
つ
い
て
、
場
面
比

定
、
選
択
場
面
の
諸
本
異
同
、
表
現
的
特
徴
を
検
討
し
つ
つ
作
品
紹
介
し
た
。

　

②
国
文
研
本
が
古
活
字
版
第
一
種
、
③
九
大
本
と
④
九
曜
文
庫
本
が
万
治
三

年
（
一
六
六
〇
）
の
絵
入
版
本
に
よ
る
詞
書
を
も
つ
こ
と
、
③
九
大
本
は
寛
文

年
間
、
②
国
文
研
本
は
そ
れ
よ
り
遅
れ
る
近
世
前
期
の
作
と
も
指
摘
さ
れ
る（

９
）。

①
大
美
本
は
そ
の
詞
書
を
欠
く
が
、
婚
礼
本
と
思
わ
れ
る
極
上
製
本
の
お
伽
草

子
系
絵
巻
の
類
に
属
し
、
十
七
世
紀
後
半
の
制
作
と
み
て
よ
く
、
画
風
的
に
は

②
九
大
本
に
先
行
し
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。

　

ま
た
、
そ
の
図
様
や
表
現
に
は
テ
キ
ス
ト
か
ら
の
飛
躍
、
翻
案
も
確
認
さ
れ

た
。
絵
巻
だ
け
で
は
な
く
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
本
な
ど
、
類
似
し
た

性
格
の
描
写
を
含
む
冊
子
本
と
の
比
較
に
よ
る
解
釈
も
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。
も

っ
て
今
後
の
課
題
と
し
、
さ
ら
な
る
類
品
の
存
在
な
ど
、
大
方
の
ご
教
示
を
お

願
い
す
る
も
の
で
あ
る
。

註１　

特
別
企
画
展
「
物
語
と
絵
画
│
文
学
と
美
術
の
出
会
い
」（
大
和
文
華
館
・
平
成
二
十

一
年
）
出
品
。
狩
野
派
を
学
ん
だ
絵
師
の
作
と
さ
れ
る
。
宮
崎
も
も
「
物
語
と
絵
画

│
文
学
と
美
術
の
出
会
い
展
に
よ
せ
て
│
宇
津
保
物
語
図
屏
風
を
め
ぐ
っ
て
」、『
美

の
た
よ
り
』
一
六
七
号
、
平
成
二
十
一
年
。

２　

①
赤
澤
真
理
「
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
「
う
つ
ほ
物
語
絵
巻
」
に
描
か
れ
た
住
空
間

│
九
州
大
学
本
と
の
比
較
を
中
心
と
し
て
│
」、『
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
』
三
十

八
号
、
平
成
二
十
四
年
。

　
　

②
安
倍
素
子「
奈
良
絵
本
絵
巻『
う
つ
ほ
物
語
』に
つ
い
て
」、『
尚
絅
大
学
研
究
紀
要
』

二
十
八
号
、
平
成
十
七
年
。

　
　

③
同
前
「
同
前
（
二
）
│
万
治
版
へ
の
影
響
│
」、『
同
前
』
二
十
九
号
、
平
成
十
八
年
。

　
　

④
同
前
「
同
前
（
三
）
│
京
大
本
の
「
絵
柄
」
を
め
ぐ
っ
て
│
」、『
尚
絅
学
園
研
究

紀
要 

Ａ
．
人
文
・
社
会
科
学
編
』
五
号
、
平
成
二
十
三
年
。

　
　

⑤
伊
藤
禎
子
「『
う
つ
ほ
物
語
』
と
絵
」、『
う
つ
ほ
物
語
大
辞
典
』（
勉
誠
出
版
、
平

成
二
十
五
年
）
所
収
。

　
　

⑥
田
村
隆
「
奈
良
絵
本
『
う
つ
ほ
物
語
』
の
背
景
」、『
文
学
』
九-

四
、
平
成
二
十
年
。

　
　

⑦
同
前
「
う
つ
ほ
物
語
絵
巻
」
作
品
解
説
、『
新
収
資
料
展 

物
語
そ
し
て
歴
史
│
平

安
か
ら
中
世
へ
│
』（
国
文
学
研
究
資
料
館
、
平
成
二
十
三
年
）
所
収
。

　
　

⑧
同
前
「『
う
つ
ほ
物
語
』
享
受
史
に
お
け
る
奈
良
絵
本
と
版
本
の
影
響
関
係
に
つ
い

て
の
調
査
研
究
」、『
二
〇
〇
八
〜
二
〇
一
〇 

科
学
研
究
費
補
助
金 

若
手
研
究
Ｂ 

研

究
成
果
報
告
書
』（
科
学
研
究
費
助
成
事
業
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
平
成
二
十
三
年
）
所
収
。

　
　

⑨
中
野
幸
一
編
『
奈
良
絵
本
絵
巻
集
３
・
８
・
別
巻
２
』（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
昭

和
六
十
三
年
）
所
収
、
各
「
う
つ
ほ
物
語 

解
題
」。

３　
『
大
阪
市
立
美
術
館
収
蔵
作
品
目
録 

田
万
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
Ⅰ 

中
・
近
世
絵
画 

日
本

書
跡
』（
大
阪
市
立
美
術
館
、
平
成
二
十
七
年
）
所
収
、
図
版
№
３
０
５
６
／
９
４
。

４　

絵
本
作
例
に
つ
い
て
は
前
掲
註
２
の
諸
論
考
を
参
照
。
さ
ら
に
管
見
に
入
っ
た
若
干

の
絵
本
作
例
を
あ
げ
る
。

　
　

・ 

海
の
見
え
る
杜
美
術
館
蔵
「
奈
良
絵
貼
交
屏
風
」・
六
曲
一
隻
（
元
縦
長
冊
子
絵
二

十
四
枚
）

　
　

・ 
鶴
見
大
学
図
書
館
蔵
「
宇
津
保
物
語
残
簡
」・
一
巻
（
元
横
長
冊
子
）

　
　

・ 

成
蹊
大
学
図
書
館
蔵
「
う
つ
ほ
物
語
」・
二
冊

５　

②
国
文
研
本
、
③
九
大
本
は
所
蔵
機
関
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
全
巻
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
が

公
開
さ
れ
て
い
る
。
④
九
曜
文
庫
本
は
、
前
掲
註
２
⑨
中
野
『
同
書
８
』
に
図
版
収
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載
さ
れ
る
。

６　

前
掲
註
２
①
赤
澤
「
同
論
文
」。

７　
『
う
つ
ほ
物
語
①
』（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
14
、
小
学
館
、
平
成
十
一
年
）、
一
一

一
頁
。
な
お
、
こ
の
件
を
『
う
つ
ほ
物
語
』
の
所
々
に
み
ら
れ
る
異
質
な
本
文
で
あ

る
「
絵
解
」
に
含
め
る
訳
注
者
も
あ
る
。
伊
藤
禎
子
氏
は
当
該
箇
所
を
含
め
、
絵
解

本
文
の
物
語
本
文
へ
の
見
直
し
を
論
じ
て
い
る
。
伊
藤
禎
子「『
う
つ
ほ
物
語
』「
絵
解
」

資
料
」、『
学
習
院
大
学
大
学
院 

日
本
語
日
本
文
学
』創
刊
号
、平
成
十
七
年
。同
前「『
う

つ
ほ
物
語
』〈
絵
解
〉
小
考
」、『
学
習
院
大
学
人
文
科
学
論
集
』
十
四
号
、
平
成
十
七

年
。
同
前
「『
う
つ
ほ
物
語
』
の
〈
絵
解
〉」『
物
語
研
究
』
六
号
、
平
成
十
八
年
。

８　

前
掲
註
２
①
赤
澤
「
同
論
文
」
で
は
、
②
国
文
研
本
の
長
尺
画
面
を
、
時
間
と
空
間

の
動
き
（
流
れ
）
が
示
さ
れ
た
絵
巻
的
な
表
現
、
③
九
大
本
の
統
一
的
な
画
面
を
、

冊
子
や
版
本
の
挿
絵
に
近
い
固
定
的
な
表
現
と
特
徴
づ
け
て
い
る
。

９　

前
掲
註
２
⑥
〜
⑧
田
村
「
同
論
文
」。

（
付
記
）　

本
稿
を
な
す
に
あ
た
り
②
国
文
研
本
を
実
見
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
上
質
の

顔
料
を
使
用
し
て
い
る
割
に
、
建
築
、
樹
石
、
群
像
等
、
諸
モ
チ
ー
フ
の
構
築
性
が

弱
く
、
先
行
作
品
の
丁
寧
な
写
し
で
、
十
八
世
紀
以
降
に
下
る
制
作
と
の
印
象
を
も

っ
た
。
古
活
字
版
第
一
種
に
よ
る
と
さ
れ
る
本
文
、
八
條
宮
智
仁
親
王
筆
の
伝（
箱
書
）

を
考
慮
す
る
な
ら
、
江
戸
初
期
に
さ
か
の
ぼ
る
正
系
絵
師
に
よ
る
先
行
作
品
が
存
在

し
た
可
能
性
が
あ
る
。
絵
だ
け
を
二
時
間
ほ
ど
で
一
覧
し
た
限
り
の
と
り
と
め
も
な

い
メ
モ
で
あ
る
が
、
閲
覧
許
可
へ
の
御
礼
と
合
わ
せ
付
記
し
て
お
き
た
い
。

〈
表
〉

№

絵
巻
作
品
・
所
蔵
先

巻
立

場
面
選
択
異
同

①
大
阪
市
立
美
術
館

三
巻

二
十
八
図
図１

図２

図３

図４

図５

図６

図７

図８

図９

図10

図11

図12

図13

図14

図15

図16

図17

図18

図19

図20

図21

図22

図23

図24

図25

図26

図27

図28

②
国
文
学
研
究
資
料
館

五
巻

二
十
八
図
●
－
●
●
〇
〇
●
●
●
●
●
●
●
－
●
●
●
●
●
－
●
●
●
●
●
●
－
●

③
九
州
大
学
附
属
図
書
館
五
巻

十
八
図

－
－
●
●
－
〇
－
●
●
－
－
●
－
－
●
●
●
●
●
－
－
●
－
●
●
－
－
●

④
九
曜
文
庫

三
巻

二
十
一
図
－
－
●
●
〇
〇
－
－
●
－
●
－
●
●
●
－
●
●
●
－
●
●
●
－
－
－
－
●

★
天
理
図
書
館

（
久
原
文
庫
旧
蔵
）

五
巻

★
天
理
図
書
館

（
西
荘
文
庫
旧
蔵
）

二
巻

（
残
欠
）

【図１】〔巻三／四〕
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【図３】〔巻三／八〕

【図４】〔巻三／七〕

【図２】〔巻三／九〕
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【図５】〔巻三／六〕

【図７】〔巻三／三〕

【図６】〔巻三／五〕
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【図10】〔巻一／二〕

【図８】〔巻一／一〕

【図９】〔巻一／五〕
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【図13】〔巻一／九〕

【図11】〔巻二／四〕

【図12】〔巻二／三〕
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【図14】〔巻一／六〕

【図16】〔巻一／八〕

【図15】〔巻二／五〕
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【図17】〔巻一／三〕

【図18】〔巻二／七〕

【図19】〔巻二／六〕
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【図22】〔巻一／四〕

【図20】〔巻二／十〕

【図21】〔巻二／九〕
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【図24】〔巻三／一〕

【図25】〔巻三／二〕

【図23】〔巻二／八〕
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【図26】〔巻一／七〕

【図27】〔巻二／一〕

【図28】〔巻二／二〕


